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■5/13「第６回 お日さま春まつり」報告 

 

 多摩区中野島の中央公園で毎年やってきた「お日さま春まつり」

～エコ・自然エネルギーにふれよう～も６回目を迎えました。 

５月１３日（日）、雨がいつ振り出すか、お客さんは来てくれる

だろうかと心配が大きかったのですが、過去最高の約１５００人

の参加で大成功をおさめることができました。 

 参加団体も２２団体と定着し、最後まで友だちと一緒にまつり

を楽しむ姿が見られ、地域の皆さんがまつりを楽しみにしてくだ

さっていることを感じました。 

 再生可能エネルギーのコーナーも年々充実してきて、昨年に引

き続き「再エネ」に関するクイズラリー（原発ゼロ市民共同かわ

さき発電所、川崎フューチャー・ネットワーク、太陽住建、ソーラ

ーチーム）をやり、７０人の親子が参加してくれました。このよ

うな取組みの中で、再エネへの関心が広がり、自分たちの住む町

により良い環境づくりへの気持ちが芽生えてもらえたら嬉しいで

す。 

 今年は専修大学ボランティアサークル（２回目）と、専修大学

カッパコーラス（初参加）の若者たちが、大いに盛り上げてくれました。また、太鼓演奏やダンスチーム

の子どもたちの参加もあり、地域の子どもたちもたくさん参加し、活気あふれるまつりとなりました。 

 これからも息長くこのまつりを続け、再エネの普及と地域の皆さんのパワーが集える場にしていきた

いと思います。 
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ミツバチの会・代表 玉田 恵美子（当法人 理事） 

 

再エネのクイズ４カ所まわると景品がもらえ

るスタンプラリー。専修大学カッパコーラス

部の大学生ボランティアから出題され、一生

懸命に考えて答える小学生たち。 

脱原発と再エネをアピール 
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■7/１ 第４回総会記念講演 

『川崎再エネ促進条例 実現に向けて』のご案内 

 
 ７月１日（日）、第４回総会後に、記念講演「川崎再エネ促進条例 実現に向けて」を開催いたします。 

詳しくは下記のチラシをご覧いただき、皆様のご参加をお待ちしております。当NPO法人の会員ではな

い方のご参加も歓迎いたします。 
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■6/3「平和をきずく市民のつどい」報告 

かわさき発電所の活動と再エネ促進条例制定をアピール 

                     

 ６月３日の日曜日に川崎市平和館で川崎市「核兵器廃

絶平和都市宣言」３６周年記念「平和をきずく市民のつど

い」が開かれました。延１６００人の市民、親子が参加し

ました。 

午前中は、学童保育の子どもたちのパフォーマンスや

トロンボーンの演奏、合唱などが繰り広げられました。 

午後の講演は「あすわか」で活躍中の弁護士の武井由起

子さんの「私たちが平和をきずく」というお話でした。安

保法制の下で日本が海外で戦争することにならないよ

う、そして、自衛隊の存在を憲法９条に書き込むなら日

本はどうなって行くのかなどを話して頂きました。 

 

「原発ゼロ市民共同かわさき発電所」は「原発ゼロ」を

冠していますが、「平和のつどい」にはそのスローガンの

一つに「原発はいらない 子どもたちを放射能から守ろ

う！」があるので、毎年参加して、会の活動や目的をア

ピールしてきました。 

 今年も、太陽光発電の１号機２号機が順調に発電して

いることや３号機が完成したことを伝えるパネル、おひ

さまフェスの準備やいろいろな行事に参加して再エネの

重要性を訴えるパネル展示をしました。 

 「つどい」の舞台での団体アピールで、岩坂さんは、

「再生可能エネルギーとは、太陽光や風力などの自然由

来のエネルギーです。地球温暖化に優しく、原発のよう

に回復不可能な甚大な被害をもたらす事故を起こすこと

もありません。私たちは、川崎市がもっと再生可能エネ

ルギーが活用される街にするために、再生可能エネルギ

ー促進条例の制定活動を行っています。川崎市でエネル

ギーの地産地消が進むこと、それによって川崎市が災害

に強く、環境にも優しい街になることが願いです。（中略）

この活動の一環として、多くの方に再生可能エネルギー

について知っていただくために、「日本と再生」という映

画のダイジェスト版の上映会を企画していますので、ぜひ

見に来て下さい。」と訴えました。 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

理事 田辺 勝義 
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■「川崎に再エネ条例を制定し、ＳＤＧｓを４つクリアしよう！」と

公害フェスタで訴え 
 

 5 月 27日（日）、川崎市ＪＲ武蔵溝ノ口駅前のペデストリア

ンデッキで行われた「第24回公害・環境、健康、まちづくり

フェスタ」にてパネル展示を行いました。 

 フェスタの主催は「公害・環境、健康、まちづくりフェスタ」

実行委員会。母体となる川崎公害根絶・市民連絡会は「17 年

間の川崎公害裁判の成果を生かし、企業和解、国・公団和解の

精神と内容を尊重し、被害者救済と川崎における大気汚染や道

路公害などをなくし、緑と自然に恵まれた街づくりの環境再生

をめざす運動を展開します」を目的として、その一環としてこれまでフェスタを 23 回開催してき

ました。毎年、約60団体の方が集まって、市民や社会に情報を発信してきました。 

 当ＮＰＯも「川崎地域エネルギー市民協議会・再エネ条

例プロジェクト」、「フクシマを忘れない会」と共同開催。

中でも当ＮＰＯの政策検討チームが主体となって誕生し

た再エネ条例プロジェクトの訴えを中心に、チラシ（映画

「日本と再生」を楽習しよう）を配布しながら、幾人もの

訪れる人と対話をかわしました。 

 ＳＤＧs は 2015 年にすべての加盟 193 ヶ国が合意

で採択した 17 の目標で、2016 年から 30 年に達成を

目指しています。2001 年に採択された国連ミレニアム開発目標は貧困や初等教育、保健など開発

途上の開発目標が中心であったのに対して、ＳＤＧs はエネルギーや資源の保全、気候変動対策な

ど、先進国と開発途上国の双方が目標を達成しようとしています。 

 日本の SDGsの達成状況は、ドイツ・ベルテルスマン財団によると、「質の高い教育をみんなに」

は達成。一方、ほど遠いのが「貧困をなくそう」。ここに掲げた4つの目標はすべて良いとは言えな

い評価を受けています。つまり、「エネルギーをみんなに、クリーン」×、「住み続けられるまちづく

り」△、「気候変動に具体的な対策を」×、「パートナーショップで目標を達成しょう」×。 

 ＳＤＧs は必ずしも新しい取組みが必要ではなく、これまで継続的に実施されてきた取組みの強

化によっても達成できます。川崎市に再エネ条例を制定し、４つの持続可能な開発目標をクリアし

ましょう。 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】  

 ６月９～１０日、会津電力と土湯温泉バイナリ

ー発電の視察旅行を開催。福島の緑豊かな自然に

触れ、その自然から生み出される再生可能エネル

ギーについて学び、参加した皆さん大満足でした。

来月号の報告をお楽しみに！  （加藤伸子） 

 

 

 

（加藤伸子） 

でん太通信は毎月15日に発行しています。 

■NPO法人 原発ゼロ市民共同かわさき発電所■ 

ホームページ  

http://genpatuzero-hatuden.jimdo.com/ 

フェイスブック 

https://www.facebook.com/genpatuzero.hatuden 

連絡先 TEL ０９０―７９４８―６１８９ （川岸） 

 

 

理事 高橋 喜宣 


